
   「会社分割法」 施行後の沖電気の会社分割の動きをみる 

会社分割法を沖電気はリストラ支援法として悪用 
雇用・労働条件の破壊へ さらなる事業売却・分社化は許せません! 
＊２０００年成立 ０１年４月１日 会社分割法・労働契約承継法施行。施行後の沖電気では 
たびたびの会社分割の連続。沖電気で設立した主な会社及び分社独立した会社は、主な企業 
だけでも２０社以上の多数。ＯＫＩに働く仲間の１５００人以上が影響を受けています。   

主なものを上げると 
２００１年  オー・ピー・エム（ＯＣＣの製造）４９人 →０８年フジクラの子会社・シスコムに転籍 
２００２年  ウオンツ            ４８人  （ＯＣＴ） 
２００２年  シーエイ・テクノ        ４０人  （ＯＣＴ） 
２００２年  シーエス・テクノ             （ＯＣＴ） 
２００２年  ジェイアイピーテクノ   ２００5 年本庄ネットプログレスを吸収し２５０人 
２００２年  プリモテック          ８０人 
２００２年  ブロード・アクセス       ３０ 
２００２年  沖コンサルティングソリューションズ ３０人 
２００２年  沖テクノクリエーションズ    １６０人 →０６年１０月 沖電気が吸収 
２００２年  Ａmi ソフトウエア        ４２人  （ＯＴＳ） 
２００２年  沖ネットワークエルエスアイ   １００人 
２００３年  オー・エフ・ネットワークス    ５０人 
２００３年  ＯＥＧテクノ           ２７人 
２００４年  アドバンスト・ウエーブ・システムズ 
２００５年  沖電気ネットワークインテグレーション ２１０人 
２００５年  沖テレコム 
２００５年  オキ・ニューエモーション     １７人 
２００６年  沖アドバンストコミュニケーションズ ４２人    （ＯＴＳ） 
２００７年  沖ソフトウエアエキスパート 

コミュニケーションズ ３０人   （ＯＳＫ） 
２００７年  イー・イー・ジー         ３４人 
２００８年  ＯＥＦﾌﾟﾛテクノ         ２１９人 （ＯＥＦとエールテックスの合併） 

 

有
価
証
券
報
告
書
で
は
、「
主
な
子
会
社
の
内 

２
５
社
が
連
結
に
含
ま
れ
て
い
な
い
」
と
、

な
っ
て
い
る
。 

沖電気の従業員数の変遷
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子会社数 連結子会社数 連結従業員数

子会社数 116 120 118 117 114 117 122 126 125

連結子会社数 69 79 77 81 79 80 84 89 99

連結従業員数 25444 25626 23597 22520 20960 20410 21175 21380 22940

００年 ０１年 ０２年 ０３年 ０４年 ０５年 ０６年 ０７年 ０８年

 

２００８年 半導体事業、通信の次世代（ＮＧＮ）部門の分社予定 約６７００人（連結） 


